
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

愛知県と岐阜県の境に流れる木曽川周辺は大正時代から昭和初期にかけて多

くの観光名所が整備されました。特に、鉄道や橋のインフラ整備、日本新八景の木

曽川当選、今上陛下の行幸の影響により、「日本ライン」という名で有名になりまし

た。 

「日本ライン御案内」の鳥瞰図を手掛けたのは、吉田初三郎です。吉田初三郎は

地域の特徴を視覚的にわかりやすくした「初三郎式鳥瞰図」として全国の名所案内

図に用いられました。 
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